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要旨: 
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 CoderDojo のWeb サイトによれば，「CoderDojo は 7〜17 歳の子どもを対象にしたプログラ
ミング道場です。2011年にアイルランドで始まり，世界では 110カ国・2,000の道場，日本に













2.2 Kids Code Club 




ます。」と説明されている（2019 年 12 月 20 日最終閲覧）。 
 また，現役エンジニアやデザイナーにプロボノで参画してもらうことで活動している。今年
度筆者らが参加したCS in English に関しても九州工業大学（飯塚市）や fgn（Fukuoka Growth 
Next，福岡市）での運営を行っている。 
 
2.3 SIJP（Seatle IT Japanese Professionals) 
 Webサイトの案内を引用すると，「SIJP とはシアトルを基盤として活動する NPO (非営利組
織) です。シアトルでは Microsoft, Amazon, Google, Nintendo US などの数多くの IT 企業が存
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在しています。IT プロフェッショナルたちがこのシアトルで IT を通してコミュニティ活動
を行っている団体です。」と説明されている（2019年 12 月 20日最終閲覧）。 
 この団体が米国シアトルから中継する授業としてCS in English がある。この授業は熊本，福
岡などの会場と結び双方向で子どもたちが学習するイベントとして開催されている。今年度の
授業内容は特別編を含み以下の６回が実施されている。 
第 1 回：Binary number：2進数について楽しく学ぼう 
第 2 回：Computer Logic：コンピュータロジックを楽しく学ぼう 
特別編：Debug「バグって何？バグ退治をやってみないか？」 
第 3 回：Search/Sort ：サーチ（探索）・ソート（整列）アルゴリズムについて楽しく学ぼう 
第 4 回：Tree Algorithms：ツリー（木）を使ったアルゴリズムについて楽しく学ぼう 
第 5 回：Hour of code～Shall we Dance?：コードを使ってダンスをしよう！ 







2.4 学生ボランティアサークル team.csv について 

















3.1 学生と学ぶ楽しいWeb プログラミング 
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べる同日開催企画CoderDojo Meet Up と同時に行っている。なお，当日の様子に関しては報告
資料 1を参照のこと。 
 
3.2 CoderDojo Meet Up in 久留米大学 
 2019 年 7 月 28日に久留米大学が主催する中学生向け講座と同時に開催された。募集に関し
ては県内の中学生を対象に教育委員会を通じて広報がなされ，さらに近隣の中学校には直接案











3.3 CoderDojo MeetUp（小学生）とWeb プログラミング講座（中学生）の違い 
 3.2 節で述べたように，小学生コースは CoderDojo Meet Up と称して，福岡県内 5 つの





(1)CoderDojo Meet Up の特徴 
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また自身のアイデアでアニメーション画像を作成できることに満足していたようである。 































4.1 CS in English（英語で学ぶコンピュータサイエンス） 
このイベントは久留米大学を会場として初めて参加したイベントである（2.3 節参照）。こ
れまで他の会場でシリーズ化されて開催されていたが，第 5回目にあたる 12 月 8 日開催分に




















プログラミングで必要な概念を理解できるように意図されている。なお，4.1 節及び 4.2 節の
イベントに関しては報告資料 2を参照のこと。 
 
4.2 学生と学ぶ楽しいプログラミング（micro:bit  Halocode ドローン） 

















般的にこのような環境には Scratch を採用することが多いが，ここでは IoT を意識したプログ
ラミングを題材とするため，micro:bit と Halocode という 2 つのタイプのシングルボード・コ
ンピュータを動かすプログラミング環境を採用した（注３）。 
 micro:bit と Halocode は手のひらに乗るほどの小型ではあるが，センサーなども搭載，ある
いは接続できる教材である。それぞれに対応したプログラミング環境が存在するが，今回は
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4.3 開催後の気づき 
























学生たちがメンターとして複数回訪れており，そこでの経験が 7 月と 12 月の学内イベントに
役立てられている。 
また，2019 年 8 月 10 日に福岡市の国際会議場で開催された西日本最大級の子ども向け IT
イベント「エクサキッズ 2019」にも学生たちがボランティアスタッフとして参加している。
















































33 巻 2019年 pp.86-94 
[2] 石井英男「Halocode で遊ぼう！」NIKKEI SOFTWARE 2019 年 11 月号 pp.70-77 
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表1 無償プログラミング教室[3]（出所 Interface 2019年 10月号，p.40 抜粋） 





























 基本的に自習，Scratch，Swift，C#など。 4 
東京，宮城，
愛知，大阪 





















































表2 仕様比較[2]（出所NIKKEI SOFTWARE 2019.11, p.71） 
 Halocode micro:bit 
プロセッサ プロセッサXtensaデュアルコア32ビットLX6/240MHz  
32 ビットARM Cortex-M0ベース 
Nordic nRF51822/16MHz 
RAM 520Kバイト 16Kバイト 
フラッシュROM 440Kバイト 256Kバイト 
LED フルカラー12 個 赤色25個 （明るさセンサーとしても利用可） 
Bluetooth 〇 〇 
Wi-Fi 〇 × 
マイク 〇 × 
加速度センサ  ー 〇 〇 
磁気センサ  ー × 〇 
温度センサ  ー × 〇 
スイッチ 押しボタン×１，タッチセンサー×４ 押しボタン×２，タッチセンサー×３ 
サイズ 直径45㎜ 43×52×11㎜ 
重量 11g 9g 
 
（注 4）今回利用した教育支援アプリは SeeSaw と Kahoot!の 2 つである。SeeSaw はデジタル作品を学
習者全員で共有し発表できるアプリである。クラスコードを入力し同じクラスで各自が作成した作品を













報告資料 1 前期に実施されたイベント 
 2019 年 7 月 28日に開催されたCoderDojo Meet Upおよび中学生向け講座楽しいWeb プログラミング
について当日の様子を報告する。場所は久留米大学御井キャンパスの 1000号館 1階の教室をすべて使用
した。 教室は中学生向け講座用に 2 教室を使用し，初級クラスと中級クラスに分けて実施した。また
CoderDojo Meet Up用にも人数の適正な配分のため 2教室を使用した。 
 参加者数は約 100名で，久留米大学地域連携センターによる募集と team.csvの公式 facebookによる募
集を行った。このイベントにはボランティア団体として 5つのCoderDojoとKids Code Club の協力を得
た。募集に関しても上記団体の facebookでのシェアなどを通じて行われたため，遠方からの参加者もい
た。当日の様子は写真 1から 3 を参照のこと。 
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写真3 CoderDojo Meet Upでの作品発表の様子 
 
報告資料 2 後期に実施されたイベント 
 2019 年 12月 8日に開催された「久留米大学みんなの IT 講座」（午前の部）CS in Englishおよび，（午
後の部）学生と学ぶ楽しいプログラミングについて当日の様子を報告する。場所は久留米大学御井本館
の 1階ホールと 2階ラーニングスペースを使用した。参加者数は午前と午後合わせて 80 名ほどであり，
午前の部に参加した親子のほとんどが午後に参加している。久留米大学地域連携センターによる募集と
team.csv の公式 facebook を通じた募集を行った。予約は先着順で専用の予約サイトから受け付けた。予
約が数日で定員に達したことや facebook へのリーチ数が数日で 1000 件を超えていたことからも，子ど
も向けプログラミングへの関心の高さがうかがえた。当日の様子は写真 4から 6を参照のこと。 
 
写真4 午前の部CS in English前半でのダンス 
地域貢献活動として企画される 
プログラミング講座について 















- 46 - 
 
 
図1 CS in Englishで用いられたDance Partyの教科書の一部 
 
             図2 micro:bit の教科書の一部 
 
図3 Halocode の教科書の一部 
